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沖縄・美ら海のこれから

2023年2月10日

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー会長

下地 芳郎
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琉球王国時代の交流



ご静聴有難うございました
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※那覇市を大阪市の位置に重ねた場合の地図

那覇ｰ与那国島 597K 那覇ｰ北大東島 417K

三宅島長崎県

沖縄県の有人島：４７
人口：1,469,382人

２０２３年１月推計

出展：沖縄県空港課資料に加筆



4

海で繋がっていいる



日 程

初 日 那覇港入港、波の上宮、護国寺、工業指導所、
識名園、辻

二日目
糸満、首里城、沖縄神社、円覚寺、泡盛醸造所、
熱帯樹農園、空手、沖縄古典劇

三日目 普天満宮、泊城、万座毛、闘牛、自由行動

四日目 那覇港出港

大阪発沖縄“初”観光ツアー日程

(出所)大阪商船

浮島丸 ( ２，６９４トン)
定員：４８９名
1937（昭和12）年
阪神～奄美～沖縄航路に就航



沖縄国際海洋博覧会 1975年

本土復帰（1972年）後の沖縄観光と海

海-その望ましい未来
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8
化粧品



インフラ

優遇税制

宿泊施設

観光施設

イベント

航空路線

クルーズ

危機管理

ICT

ホスピタリティ

自然 文化

本土復帰(1972年)後の沖縄観光発展の主要因
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世界自然遺産 世界文化遺産
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参考：旅行消費額がGDPに占める比率（一部地域比較）
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2019年県内旅行消費額（日本人＋外国人）[億円]
出展：観光庁 内閣府

沖縄の比率は突出して高い
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1 沖縄県 8,864 19.1%

2 山梨県 3,384 9.5%

3 京都府 9,059 8.4%

4 長野県 6,808 8.1%

5 北海道 15,006 7.3%

6 大分県 3,150 7.0%

7 石川県 3,194 6.7%

8 鳥取県 1,181 6.2%

9 長崎県 2,980 6.2%

10 千葉県 12,164 5.7%

11 鹿児島県 3,200 5.5%

12 青森県 2,462 5.4%

13 香川県 2,142 5.3%

14 佐賀県 1,683 5.2%

15 和歌山県 1,889 5.0%

16 高知県 1,222 5.0%

17 山形県 2,064 4.8%

18 静岡県 8,432 4.7%

19 岩手県 2,245 4.6%

20 熊本県 2,906 4.6%

21 大阪府 18,753 4.6%

22 福岡県 9,059 4.5%

23 島根県 1,189 4.4%

24 栃木県 4,066 4.4%

25 三重県 3,497 4.3%

26 福島県 3,428 4.3%

27 新潟県 3,904 4.2%

28 宮崎県 1,496 4.0%

29 秋田県 1,464 4.0%

30 奈良県 1,518 3.9%

31 宮城県 3,692 3.8%

32 福井県 1,354 3.7%

33 広島県 4,340 3.6%

34 徳島県 1,159 3.6%

35 群馬県 3,218 3.5%

36 富山県 1,614 3.3%

37 兵庫県 7,237 3.3%

38 岐阜県 2,511 3.2%

39 岡山県 2,257 2.9%

40 東京都 33,171 2.9%

41 山口県 1,802 2.8%

42 愛媛県 1,454 2.8%

43 滋賀県 1,647 2.4%

44 神奈川県 7,675 2.2%

45 茨城県 2,471 1.8%

46 愛知県 6,575 1.6%

47 埼玉県 2,538 1.1%

旅行消費額 比率％ 旅行消費額 比率％ 旅行消費額 比率％

旅行消費額（2019年）がGDP（2019年度）に占める比率（全国比較）

注：旅行消費額は暦年、GDPは年度のため参考比較

参考



那覇空港第二滑走路完成
2020.3.26

・混雑緩和 ・２４時間運用
・新規路線誘致・緊急時対応



2019年港湾別クルーズ船寄港回数

順位 港湾名 寄港回数
【参考】
2018年
寄港回数

1 那覇 260 243

2 博多 229 279

3 横浜 188 168

4 長崎 183 220

5 石垣 148 107

6 平良 147 143

7 神戸 131 136

8 鹿児島 108 100

9
ベラビスタ
マリーナ
【広島県】

100 122

10 佐世保 79 108

石垣港

平良港

那覇港

沖縄県内港湾（年100回以上）
沖縄県内港湾（上記以外）
国内港湾（年100回以上）
国内港湾（年30回以上）
国内港湾（年30回未満）

※2018年の実績ベース

出典： “訪日クルーズ旅客数及びクルーズ船の寄
港回数（2019年速報値）”.国土交通省

出典： “日本人のクルーズ人口及びクルーズ船の寄港
回数が過去最多
～2018年の我が国のクルーズ等の動向（調査結果）に
ついて国土交通省

訪日クルーズの現状（寄港回数）
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1. 那覇港

2. 中城湾港

3.  本部港

4. 平良港

5. 石垣港

整備が進むクルーズ受入港湾

14平良港クルーズバース

那覇港第二クルーズバース
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出所：令和３年沖縄県宿泊施設実態調査

令和3（2021）年末県内宿泊施設等推移
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沖縄観光の目指す将来像／ VISION 

「世界から選ばれる持続可能な観光地」
- 世界とつながり、時代を切り拓く「美ら島沖縄」 -

計画の目標値

○社会の視点
県民の幸せ感９０％/ 観光事業者の満足度８０％/ 観光客の満足８０％

○経済の視点
観光収入１．２兆円 人泊数（延宿泊者数）４,２００万人
観光事業者（正社員・正規職員）２０代の平均年収２８0 万円
観光事業者における役職者（部長級/課長級/係長級）

の平均年収４４8万円
○環境の視点

観光関連施設等における再生可能エネルギー対応施設数１００件
宿泊施設におけるアメニティグッズ廃止を導入している施設数１００件
「３０１０」運動（フードロス削減）を推奨しているホテル数１００件

第6次沖縄県観光振興基本計画（2022～2031）



17

沖縄観光“本格回復”に向けて
・高付加価値型観光の普及

⇒消費単価増加、平準化、観光保全等

・国際航空路線＆国際クルーズ再開
⇒地域理解最重要（経済効果の検証）

・ハイブリッド時代のMICE振興
⇒開催地の魅力（ハード＆ソフト）向上

・観光人材育成・確保に向けて
⇒憧れの仕事へ

・新たな財源確保に向けて
⇒観光目的税議論再開 等



・1,000km圏内
台湾、上海、杭州

・2,000km圏内
ソウル、北京、香港、
マカオ、フィリピン

・3,000km圏内
タイ、ベトナム、
カンボジア

・4,000km圏内
インドネシア、
シンガポール、
マレーシアetc…

沖縄の地理的特徴

中国13億人

日本1.2億人

ASEAN6億人

18

アジア２０億人が沖縄観光市場
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有難うございました

shimojiy@ocvb.or.jp
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